
惇験した女子高校生の集団形成の変容と学校適芯感ξの靖連γンプ
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ヌk研，:{さではキ γンプ体験日女子I~引主主の栗
田形成の変容に影響を与えなかった.スポーツ
コースの生徒は，キャリア進学コースより有意
に高かったこ去から，キャンブ前の再寺内で，あ
る程度♂)集団が)前夜さkていたことが推測さ
れる.

因子53fJでは i自然な自己開示 l 因子のみキ
ャンプ前後にかけて存意に向上し;ヒキャンプ
直後円円由記述で「ふりかえりでみん均の意封
を示し、ifっている時，積物i(j恒二自分の意見を言
い出せたJや[登山の時，素!疋な気持ちで仲間
をJj~援することができたj などキャンプ体験の
中での自己開示の様子が記述されてし、た
2)学校適応感についてのつース比較

学校適応感につけて，コース間で女、j
t検定を行った結果，有志な，追がみら
(t(56)=l， 428，n. s，)， 
1君子男11では i劣等感のなさ i k母子のみスポ

ーツワーースがキャリア進役コース工わ有意に
低いことが明らかこなった e

3)キγンブ 3;い月後の集沼成と''1:とと適応I症
の[建連にノ丸、て

集団形成と芋校適応J誌の関連を調べるかめ.
スポーウコーヌキャリァ;空市コ一女ケヲ 3か月
後じJi九百1形成打点とつ。佐適応涼 I1;ェ点を
Peaiとこ7[J の相!完係数幸子!fjl 二分析な仁った結

スポ~" "1コースのλ有意な rf_の相関が党ら
れと (r=.71似事*).キャ 11ア進学竺 7ースは曾ギj去
な相関が見ら才「そがった
~]j'ではーツニ、におL t 、i‘「生

徒間Jつj到しさん 白然なb己開示j， jJL津のiE
しさん「学級への関与J，i学級への満足度jev

学校適応!惑との有志:なiEの相関が見られいー
集団で;)行動を良心地よく思い，友人:こ社して
自分から関わる十徒は，学校適応感丸山)' ¥とい
う関係位が見ら~Llこ.
4.まとめ

本研究ではキャンプ体験は女子高校生の集
団形戒の変容に影響を与えながった.今後，ク
ラスグ〕集団形成の状態にわわせたキャンププ
ログテム内容」ヤ指導を検討する必要がある.
学校適応感については，クラスや生徒によっ

て適応感に関係する要因が異なっている三ど
からF七誌の特牲を理解し、宇佐適応〈グノザ
トを険討する必型がある 4
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1 緒言
近年，中高生め非行や不登校，いじめ持場

F~庁の喪失など青年の学校への適応問題が大き
ぐ取り上げムれるようになってき?友人関係
0)問題から，宇十芝生活そ能動的に送れず，自己
の日擦を達成できない主主，不登校二i沿ったり
不本意ながら休・退学する生徒が増えている.
そのため，入学後の阜い時期に望ましい学級の
集内需成を千T.ートすろ三とが重要である.ミ在
者はこの問題の吋処として守キャンブ活動に若
[1 :~た.キャンブには人間関係、作りを通して
校生活への適応を促進することが認められて
おり，野外教育プログラムを宇校現場に応用す
る三との価慣が示されている(建元予 ~008) . 

1巨苦はキーγンプを体験したクラス;二望まし
い来日形成期待できい主に入学後の芋い時期
;こ望ましい集団形成を図ることほ，その後の学
校適応J惑を促進する効果があると期待した.

牛士で本w宅!士，キャシブ全体験Lナ二女子書
校ヅ〉集団j1311to変容と学校適応!註去の関連
を!_l}j;~かに寸ることを 1j (1な土す毛宮
2.研究方法
[対象者 o女子高等学校に在籍し， 2017 "i三4
ftl ~O :J (本)へ 1月22~l (上1スボぃ-"!コース

に参加二 l年一汚名を討会としす二
まつ比較のた，同高等字決iこ在よEL，キヤ r

プではどよい宿泊耐修iこ参加レたキヤジ γ進学
コース :)2おを対象と Uた.
i調子?方法j荷台!士?アン~ート調ずで九行つ
ff~ll H1J '入学il'r' キvγ: ブ明会{仁三千ヤンマ
終 nl ，~:， 3か月訟 (7月パ表 1)
調査用紙1.筆ーが独自に作成した集団形成を
調べる f理想のクラスアンケー j、J12項目.
調脊用紙 2.長打)11 ，小野手(2016)が作成した

ゃんアンケ--i' Jと伊藤，松井(二001)が作成
した学級風土炉問用紙J 吉元に修止を加え，二
「集団形成に関するアンケート 9因子 22項
目.
一調主用紙 3.)、久保(2005)が作成 !J717学校
グ)i市 感尺度 ι国子 :10明日.

表 1;プンケート謝;査内容・時期
入学直後|キャンプ前iキャンプ後13か。

引用文献
1)長特)11彬人・小野寺基!主 (2016)学級集団発達
を1YE:-j'教師の慢jき.教料大手院研吃紀要，
6:83 ~H. 

伊藤亜矢子・松井仁 (2001)学級風土質問紙の
作或，教育心理学研究， 4: 449-4.57。
3)大久保智生江OOii)青年'7)宇校ヘグ1J頭J.!S!惑と
そめ点主要因，教育心理学研究， 53: :307<H9. 

心理元喜寿・本弓康之・小林美智子・古舘j豊・
中付徹・堀出知里(2008)入学直後の高校 1年生
にj討する野外教tJ'::-l'ログ、ァムウ評佳品川之青少
年懇(長興機構1';11究紀要嘗同.:17-52. 




